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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 ティボー・コーヴァン 

ついに、Guitar dream最終巻！最後に真打として登場するのは、ティボー・コーヴァンです。ティボー・ガ

ルシアと間違ってしまいしたが、ペロアの最初の優秀な弟子です。ただ、あまり内容は深くなく・・・ 

◼ 今回、初めて日本に来て、三木稔の「芽生え」を演奏した。これは、あの映画音楽「愛のコリーダ」の

映画音楽だ。 

◼ ギターは、ジャン＝リュック・ジョアを使っている。このギターにワイアレス・ピックアップを使って

三千人収容のホールで弾くこともある。アンプの使用は大事だと思っている。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 池田宏里】  

「くるみ割り人形」「チゴイネルワイゼン」「ヴィヴァルディの四季」等の編曲物が中心のようです。その

せいか、使用するギターも 8弦ギターだそうです。ちなみに、ギタリストの前はトラックの運転手だったそ

うです。 

◼ もともとピアノとヴァイオリンをやっていたのですが、フラメンコのラズゲアードのかっこよさにひ

かれてギターに転向しました。ただ、ギターで生計を立てるということではありませんでした。 

◼ トラック運転手をやっていたのですが 36 歳でやめ、弘前に戻ってきて農業を手伝っていました。宴

席等で津軽三味線を弾くような風土があるので、「禁じられた遊び」や「アルハンブラ」、インチキフ

ラメンコを宴会などに呼ばれてギターを弾いていました。でも、お客さんに、「もっとちゃんとした音

楽をしないといけない」といわれクラシックの世界に戻ってきました。 

◼ コンサートホールのオーナーと結婚したので、ホールの運営を 12 年間やっていました。福田進一や

マーティン・フォーゲルとか呼んできてもらいました。そのころは自分では弾かなかったですね。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：古川忠義】 

お坊さんでギタリストの古川氏。彼の演奏を地元の喫茶店で聴いたことがあるが、演奏もよかったが、さす

が坊さんで大阪人、喋りがとても面白かった記憶がある。 

◼ 40過ぎて、若いころから考えてきた「音楽で人が救えるか？」が浮上してきました。でも、酔っ払って

ぼろぼろになったりで、「自分が救われていないのに、人を救えるわけがない」ということで仏教の世界

に入っていきました。それが 45歳の時です。通信講座で勉強して 49 歳で得度を受けました。 
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◼ 得度後は、お酒を飲んで酔っ払っても荒れることもなく、自分自身がスポンジのようで、水を飲むよう

にすっと心が満たされていく感じです。 

◼ 「音楽で人が救えるか」ということも答えが出ました。「音楽自体で救えるということでなく、音楽を使

う。音楽の『楽』には願うという意味もあるので、私たちが救われることを願う。音が願うというのは

『調和』、いわゆるハーモニィ、和声ですね。演奏していかに上手に弾けたかということは、間違えなく

弾けたから上手なのではなく、その人の演奏している姿や生き様が清いかどうかです。間違ったら、間

違った。それだけです。自分のことだけ考えていたら、よく見せてやろうという考えに縛られて間違い、

間違ったら間違ったという思いに縛られる。そうではなく、間違ったら、間違った。それだけです。そ

れより、自分一人よがりで弾いているのか、他人を大切にしましょうという思いで弾いているのかとい

うことが大切です。そのひと時を楽しんでいるのかということです。 

◼ 得度後の演奏で変わったことは？：弾いてて終わった時に、また、こいつ、いいかっこして弾こうと思

っている、と、自分自身を見せていただく鏡になりましたね、音楽が。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 26 回は、ジュリアーニの「フゲッタ」です。小さなフーガ

という意味ですね。結構楽しめる曲かも。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、ガーシュインの「フォギー・デイ（霧深き日）」で

す。とても良い編曲で、持ち曲にしています。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、アレンジ法の解説です。サンプ

ル曲は、「恋人よ我に返れ」が掲載されています 

◼ 冒頭インタビューの伊藤福雄氏による「最短上達・脱力法講座」は、「ちんたら運動」ということで、

の話です。下の譜例のように左手・指で試してみて、どのパターンでも力が入らないように工夫するこ

とが大切とのこと。 

 

  



また、Guitar dreamには、楽譜と模範演奏 CDがついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 

 

この 39 号で、Guitar dream は、廃刊となってしまう。現代ギターにも負けないような内容の充実度で創刊さ

れ、海外の有名ギタリストのインタビュー、とても高度な内容の連載特集記事、CD 付きの楽譜掲載等、魅力は

とても高い雑誌ではあったが、売れなかったのであろう。私も知らなかったし、私の周りの人でも、この雑誌

の存在を知っていた人はごくわずか。その人たちも、知っていたけど買わなかったと。今となっては、なぜも

っと宣伝しなかったのか、・・・・残念です。 


